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（平成２５年度  共同募金）
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平成２６年度地域福祉助成状況
～身近なところで活かされています～

助成実績額

3,651,229円

ボランティア活動を
推進する事業に

社会参加を支援する
事業に

児童・青少年を対象
とした事業に 住民全般を対象

とした福祉事業に

高齢者を対象とした
事業に

地域での交流・仲間
づくりの事業に

150,000円
4.1％

430,000円
11.8％

260,000円
7.1％ 2,143,729円

58.7％

437,500円
12.0％

230,000円
6.3％

2第 33 号



10月１日（水）〜12月31日（水）

家庭を対象（１世帯…８００円）

団体・職場を対象（１個…５００円）

法人・企業などを対象
（１口…５，０００円）

児童・一般の方を対象

かりんまつり等での募金、
一般の方を対象

◎ まんのう町社会福祉協議会《役場仲南支所内》　　　　　☎７７－２９９１
 　受付時間：月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ 

◎ まんのう町社協琴南支所《役場琴南支所内》　　　　　　☎８５－０１２０
　 受付時間：（１０月中のみ）　月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５

 　　　　　　（１１月、１２月）月曜日～金曜日　８：３０～１２：００

◎ まんのう町社協満濃出張所《満濃農改センター内》　　　☎７３－２７０６
　 受付時間：（１０月中のみ）　月曜日～金曜日　８：３０～１７：３０

　　　　　　 （１１月、１２月）火曜日～金曜日１３：３０～１７：００

　 ※ 地区に関わらず受付いたします。土日祝祭日は休みです。

www.akaihane.or.jp
◎助成の対象は、都道府県によって異なります。くわしくはこちらから→

赤い羽根｜ 検索

ご協力お願いします！！

募金受付窓口

募　金
目標額

510万円

戸別募金

バッジ募金

大口募金

学校募金

イベント募金
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福祉についてのお話の会
　常会など集落の会合に職員が出向いて、
地域福祉について説明したり、懇談したり
する出前講座を行っています。

　７月～８月の期間、６つの自治会からお
申し込みいただきました。
　介護保険制度、見守り声かけ活動や社協
の事業について説明したり、「ウチの自治
会の良いところ」、「運営で工夫しているこ
と」、「自治会の年間行事」など自治会のお
話をきかせていただき、社協と自治会との
情報交換をさせていただきました。

　引き続き、申込を受付しています。地域ぐるみで福祉のまちづくりに取り組む機会として、ぜひ
開催をご検討ください。
※開催の２週間前までにはお申込みください

▲自治会のいい所、教えてください！

▲見守り・声かけ活動について

▲「ありがとう」の気持ちを込めて、肩叩き

▲いい笑顔に出会えました

▲介護保険制度について
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　お互い様の「見守り　声かけ」活動を必須としたこの
事業に、今年度は、新たに５集落の取り組みがはじまり、
昨年度からの継続集落を合わせると 57 集落の取り組み
が決定いたしました。
　７月 25 日（金）の助成集落説明会では、見守り声かけ
活動や自治会活動の現状と課題について、池下自治会長
の亀井幸彦様にお話し頂き、地域でのコミュニケーショ
ンやつながりを促進しようと熱意をもった意見が交わ
されました。

事　業　内　容 実施集落数
集落内での見守り・声かけ活動事業（必須事業） 57

集落内における地域マップ作成事業 13
通学路・危険個所、一時避難場所の点検巡回、
避難経路の確認
避難訓練や安否確認を行う事業

15

コミュニティ活動についての情報交換会や
交流事業 43

福祉についての理解を深めるための研修会
開催事業 21

炊き出し講習会の実施事業 11

見守り声かけ支え合い帯の編成事業 13

地　　域 助　成　集　落　名

琴南 11 集落
城山・旭町・中央・新生下・野口上・
野口下・焼尾・堀田・天川・さくら・
奈良の木

長炭 11 集落
上種子・下種子・平野・大向中・大
向下１・常包・大谷川・大谷川東・
天神・樫林・平山南

吉野 ３集落 木ノ崎上・五毛・野津郷地区見守り
委員会

神野 ２集落 池下・上真野

四條 ９集落
大橋 1 班・大橋 3 班・大橋 4 班・生
稲中西・生稲新道西・生稲新道東・
生稲下・川滝・生稲中東

高篠 6 集落 池田・下分・谷山内・田中・中所・
西高篠宮東

仲南 15 集落

野口・春日下・本目・照井・追上上・
追上中・宮田・佐文尾郷上・佐文尾
郷下・佐文中央・佐文北山西・佐文
北山東・佐文峠・買田高座・生間

第12回
四国福祉実践セミナーｉｎ香川・高松市
第18回
こんぴら地域福祉セミナー
８月２日～３日に「四国発！福祉でまちづくりを
考える」をテーマに開催され、見守り声かけほっ
と安心事業の研修の一環として参加いたしました。

「
ト
ン
ボ
の
眼 

真
似
て
見
守
り 

田
舎
町
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
壽
宏

　「地域のちから五七五」の投句
では、神野支部長　山田壽宏様
が特選を受賞されました。
おめでとうございます！！

平成26年度

助成集落 助成事業

まんのう町見守り
　　声かけほっと安心事業

地域の絆を深めましょう！！
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仲南小学校　４年  真鍋　怜衣

　今日は、子育てボランティアをしま

した。
　始めに、スタッフの方々のお話があ

りました。今日一日すること等を説明

してくれました。
　次に、３つの班に分かれておんぶの

仕方やだき方・おむつの換え方・にん

ぷ体けんを交たいで、人形を使って学

びました。人形は、けっこう重かった

けどがんばりました。スタッフの人が

教えてくれたので、よく分かりました。

　最後に、みんなでおかし作りをしま

した。さつまいも、ほうれん草、にん

じんを使ってむしケーキを作りました。

その後、サークルの小さい子たちと、

作ったむしケーキを食べました。とっ

てもおいしかったので、また作りたい

です。これからも、このようなボラン

ティアにさんかしたいと思います。

まんのう町立満濃中学校　２年  谷川　絢音
　私は小さな子供や赤ちゃんが大好きな
ので、接し方などについてもっと詳しく学
びたいと思い、このボランティアに参加し
ました。
　人形のおむつを換えたり、おんぶや
だっこなどを通して子育ての一部を体験
しました。また、大きなおもりをお腹に
付け、妊婦体験も行いました。階段の上
り下りや落とした物をかがんで取る動作
が難しいなど、妊婦さんの苦労がよくわ
かりました。
　半日という短い時間でしたが、有意義
な時間が過ごせたと思います。やはり
子育ては難しいなあと改めて感じました。
将来、自分が子供を産んだ時、ボランティ
アで教わったことを子育てに活かしたい
です。機会があればまた参加したいと思
います。貴重な体験をさせていただきあ
りがとうございました。

サマースクール
夏の一日ボランティア体験

　7月25日、勤労青少年ホーム及び神野婦人の家で開催さ
れたサマースクールでは、町内小・中・高校生19名が参
加。つどいの場ひまわりのボランティア体験をしていただ
きました。今回は、当初子育てサロンに利用者として参加
されていた児童３名もボランティアと参加してくれました。

子育てボランティアさんよりボランティアの原則（※１）、
子どもとのふれあい等基本的なお話をしていただいた後、
妊婦体験、赤ちゃん抱っこ・おんぶの仕方、おむつ交換の
仕方を教わりました。又、神野地区食改の方のご指導によ
りおやつづくりも体験しまいた。
　地域で活動されているボランティアさんと交流すること
で福祉やボランティア活動への理解を深め、充実した一日
を過ごせたのではないかと思います。

※１）自発性・無償性・社会性・創造性

２０１４夏

　私は将来、保育士になることが夢です。

なので今回のサマースクールに参加しま

した。
　あかちゃんの抱き方、おんぶの仕方、

おむつの換え方、つけ方、その他の豆知

識など、教えてくださいました。妊婦体

験では体におもりをつけて階段を登った

り、下ったり、しゃがんで物を拾った

り、普段何もつけていなくても疲れるの

に、10 キロも重いおもりをつけるともっ

と疲れてしまいました。妊婦さんの大変

さをあらためて知りました。
　今回の体験は半日であまり子ども達

とふれ合うことはできませんでしたが、

だっこやおんぶ、おむつの換え方など、

将来、保育士になったり、子どもを産ん

で育てる上で基本的なことを学ぶことが

でき、良い体験ができたと思います。

丸亀城西高等学校　２年  鈴木雅映子
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第１５期
脳の健康教室 まんのう寺子屋

こんな教室です
● 週１回　３０分の読み・書き・計算
● 学習前には、仲間とお茶を飲みながらおしゃべり
● 教室のない日も毎日１０分くらいの宿題を渡します。
● 人前で発表・順番がつくことなどはありません。

サポーターさん（ボランティア）募集してます。お問い合わせ先：地域福祉課へ！！

◆ 対象者／まんのう町在住の
　 　　　　介護を必要としない65歳以上の方
◆ 開催日／11月～３月末　毎週火曜日　午前中30分程度
◆ 入校式・説明会／平成26年10月21日（火）10時～11時
◆ 会　場／吉野公民館（吉野郵便局より南へ300ｍ）
◆ 定　員／30名
◆ 参加費／毎月1,600円
◆ 申込み締切日／10月７日（火）
◆ 申込み方法　地域福祉課へお申込みください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎７７－２９９１

学習者募集

小学生のころを
思い出す友達もたくさん

できるよ！

字を書くって
いいですね。

福祉委員の窓

・１０月から赤い羽根共同募金運動（２～３ページ参照）が始まります。

　今年度も地域でのご協力をよろしくお願いいたします。

お 知 ら せ

　見守り声かけなど身近な地域での活躍が期待される福祉委員さん！

　福祉委員は町内２３２の単位自治会から、集落の実情（班・実行組合・小自治会など）に

応じて選出いただいており、２９３人の福祉委員代表の方が活動されています。各集落で福

祉推進の中心的な役割を担う福祉委員さんの存在は、地域の強みです。

　「地域をよくしたい」と思っていても、一人で取り組むの

は難しいことです。集落はそれぞれに特性があり、暮らして

いる人も様々です。まずは身近なところでの見守り・声かけ

活動から始めてみませんか。　

　道端で出会った時のあいさつ、回覧板を届ける時に一言添

えるなど、ちょっとしたやりとりからつながりを築き、同じ

気持ちをもつ仲間を増やしていきましょう。優しい気持ちや

小さな幸せの輪が生まれます。その小さな幸せを少しずつ広

めていくことで、地域全体の幸せ感が高まっていくのです。
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▲清掃ボランティア

夏休みにチャレンジ！！

ふれあい
ワークキャ

ンプ

琴南中学校生徒（男子４名・女子７名）11 名
参加！！
これからの成長につながる充実した一日を
過ごすことができました！！

・やすらぎ荘について知ることができました。お年寄りのために
安全第一で行動しているのですごいと思ったし、とても大変な
ことだと思いました。

・お年寄りといろいろすることは大変なことがわ
かりました。思っていた以上に難しかったです。
貴重な体験ができて良かったと思います。

　人と関わることはやっぱり大変なことだと改め
てわかりました。

・今日は、お年寄りの方と楽しくゲームをしてレ
クリエーションの時は、お年寄りの方も笑顔で
参加してくださいました。

・今日学んだことをこれからいろいろな事に生か
して行きたいと思いました。

・はじめは、ちゃんとお年寄りの方と話をしたり、ゲームをでき
るか心配でしたが、自分が思っているよりたくさん話しかけて
くれたり、楽しくゲームができました。

　お年寄りの方との話は苦手でしたが、今回のワークキャンプに
参加して、少しお年寄りの方と話すのが楽しくなりました。ま
た、こういう機会があれば積極的に参加したいです。

体験学習を振り返って

８月７日（木）

▲おいしい昼食
　「いただきます！！」

▲車椅子にのってる人の
　気持ちがわかりました！！

▲あのね！

▲ガタッと
　なると、
　すごく怖い！！

▲おてふき、どうぞ！
▲一緒に折ろうね！

▲魚が釣れました！！

福祉施設体験学習福祉施設体験学習

介護はおまかせ 救命講習受講

登録ホームヘルパー募集中！！
身体介護・生活援助
詳細は面談にてご説明します。
まずはお電話にてお問い合わせ下さい。
連絡先：ＴＥＬ　７７－２９９７（介護福祉課）

・介護福祉士、訪問介護員１級・２級
または看護師の資格をお持ちの方

・ヘルパー業務の経験のある方
・年齢60才未満の方

　８月17日（日）仲多度南部消防組合消防本部にて普通救命講習を受講しました。
　この講習会は、介護職員による利用者宅訪問時、また、サロン等行事開催時において利用者及び
参加者等の容態が急変した場合、応急手当・救命処置を迅速かつ適切に行えるように基礎知識及び
技術を身につけることを目的に毎年実施しています。

　当日は、介護福祉課等職員11名が参加し、警防課職員の方々によ
り、応急手当の基礎知識等について、また、救命処置の手順（心肺
蘇生とＡＥＤの使用手順）について解りやすく丁寧な講義・実技指
導を受けました。

応
募
資
格

業
務
内
容
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介護予防教室
たとえばこんなことありませんか？
最近、だんだん体も弱ってきたし、判断能力にも自信がない。
自分の将来について考えると、いろいろと不安がある。
介護予防教室で介護保険制度・日常生活自立支援事業・運動・
栄養・認知症について学んで、不安を安心に！！

募集

まんのう町在住の４０歳以上の方対 象 者 地域福祉課　ＴＥＬ７７−２９９１申 込 先無 料受 講 料

日　　時 講　座　内　容 講　　　師 場　　所

１
１０月２２日（水）
　１３：３０
　　～１５：３０

演題
「いつまでも笑ってめざすは、健康長寿」
・まんのう町の介護保険の現状
・介護保険制度を知ろう
・健康長寿６つのポイント
定員　３０名

町地域包括支援センター
保健師　三島　輝代氏
主事　　大西　創太氏

四条公民館
研修室

２
１０月３０日（木）
　１３：３０
　　～１５：００

演題
「若さ！健康！家でもできる体操」
準備するもの
　○ 動きやすい服装
　○ 室内用運動靴
　○ 水分補給できるもの
定員　２０名

スポーツセンター
まんのう
健康運動指導士
竹原　大介氏

スポーツセンター
まんのう
１Ｆ　スタジオ

３
１１月　５日（水）
　　９：３０
　　～１２：３０

演題
「これでいい？私の食生活」
調理実習・講義
持ち物：エプロン、バンダナ
定員　１５名

町健康増進課
管理栄養士
河野　香代氏

かりん
健康センター

４
１１月　６日（木）
　１４：００
　　～１６：００

演題
「すこやかな老いをめざして
　　　　　～認知症とその予防～」
定員　５０名

回生病院　副院長
認知症医療疾患センター
センター長
香川　公一先生

町役場仲南支所
２階　大会議室

５
１１月　７日（金）
　１３：３０
　　～１５：００

演題
「若さ！健康！家でもできる体操」
準備するもの
　○ 動きやすい服装
　○ 室内用運動靴
　○ 水分補給できるもの
定員　２０名

スポーツセンター
まんのう
健康運動指導士
竹原　大介氏

スポーツセンター
まんのう
１Ｆ　スタジオ

６
１１月１２日（水）
　１３：３０
　　～１５：３０

演題
「いつまでも笑って過ごそう！我が家にて」
・オレオレ詐欺から高齢者を守ろう
・成年後見制度を知ろう
・高齢者虐待って何？
・日常生活自立支援事業について
（もしもの時に備えて学習する機会

も設けます）
定員　５０名

行政対象暴力対策官
島田　幸男氏

町地域包括支援センター
社会福祉士　真鍋　裕子氏

町社会福祉協議会
介護福祉課
課長　山西　崇弘氏

町役場仲南支所
２階　大会議室
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　子育て支援サービス事業　つどいのひろば「ひまわり」は、子育て支援ボランティアや子育て
ボランティア、地域の人たちの支援を受け、あかちゃんやおかあさんたちが気軽に集まれる場と
して、開設！目印は、ひまわりの黄色いのぼりです。ほっと一息したり、子育ての情報、ママ友
づくりにぜひおいでください。

　初めてのプールに恐る恐る、平気で
じゃぶじゃぶ顔に水がかかっても平気な
子とさまざまでしたが、お母さんたちか
らは、「環境がよかった。」「泣かずに楽
しんで良かった。」「プールがたくさん
あってよかった。」「もっと回数があった
ほうがいいな。」などの感想がありました。

　香川大学の医学部の学生さんが、
熱中症の予防について話してくれ
ました。

①帽子をかぶって直射日
光を避けましょう。

②外出時には飲み物を携
帯しましょう。

③こまめに涼しい場所で
休憩をとりましょう。

利用するには登録が必要と聞いたけど、どうすればいいの？

月曜日は、満濃農村環境改善センターの多目的ホール、水・金曜日は、神野婦人の家で１０
時～１６時まで開設しています。開設時間内に、お子さんなどの生活リズムにあわせてご
自由においでください。セルフカフェでほっとして、のんびりしたり仲間づくりをしたり…。
お気軽にご利用くださいね。

初めての日は、見学・体験日です。登録完了して、2 回目からは、毎月最初の利用日に決め
られた利用料（保護者１人と子ども１人で月３００円、保護者１人と子ども２人で月５００
円）をご負担ください。利用しなかった月は、いただきません。

登録用紙に必要事項を記入して提出すると登録完了。登録すると登録プレゼントがもらえま
す！登録用紙は、「ひまわり」にあるので、見学・体験を兼ねてお気軽においでください。

いつ、いけばいいの？

利用料が必要って聞いたけど？

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

　小中学生～高校生のお兄さ
んお姉さんと一緒に遊びまし
た。子育てボランティアさん
と作ってくれた手作りおやつ
は格別でした。

「ひまわり」登録数　　　　５２組
一時預かり登録者数　　　　２組
利用者数　保護者　　延５３２人
　　　　　子ども　　延６４５人
職員・ボランティア等　延４９１人

ひまわりデータ
（４月～８月末）

つどいのひろば「ひまわり」Ｑ＆Ａ

熱中症予防！！

予防のポイント！

サマースクール！！

こんなことしたよ！

水遊び！！
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　今年で、２回目を迎えた子育て支援ボランティア
養成講座。１０名の受講者が、延べ７日の養成講座
課程を修了しました。この講座では、第１期生も子
育て支援について一緒に話し合う機会を設け、仲間
づくりに一役買いました。これからの活動が期待さ
れています。

　子育て支援ホームヘルパーは、産前産後体調不良のため家
事や育児が困難な家庭や多胎児を出産した家庭に子育て支援
ホームヘルパーを派遣し育児や家事などの支援を行う制度で
す。１０月からの派遣をめざし７名の方が講座を修了しました。
　子育て支援ホームヘルパー派遣については、町社協または
町健康増進課までお問い合わせください。

子育て支援ボランティア養成講座 子育て支援ホームヘルパー養成講座

たのもしい仲間が続々誕生！！

　

私
が
今
回
、

子
育
て
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

を
受
講
し
よ

う
と
思
っ
た

の
は
、
も
う

す
ぐ
６
人
目
の
孫
が
生
ま
れ
る
予

定
で
、
少
し
で
も
母
親
の
子
育
て

の
応
援
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
こ

と
。
私
達
の
子
育
て
と
現
代
の
子

育
て
の
変
化
を
知
り
た
い
こ
と
。

又
、
受
講
を
機
に
地
域
で
何
か
子

育
て
支
援
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
と

の
思
い
で
受
講
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
子
供
達

は
生
ま
れ
る
前
か
ら
、
大
切
に
さ

れ
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
時
、
自

治
会
（
地
域
）
の
人
た
ち
の
顔
も

知
ら
な
い
子
も
多
く
、
お
母
さ
ん

達
も
自
治
会
の
人
達
と
関
わ
り
も

少
な
く
子
育
て
に
悩
む
人
も
多
く
、

最
近
で
は
、
虐
待
も
多
く
発
生
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
を
支
え
る
し
く
み

を
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
問
題
は
増
加
傾
向
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
、
26
年
度
よ
り
、
行

政
の
施
策
も
充
実
し
、
私
達

の
地
域
力
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
に
よ
り
、
ま
ん

の
う
町
の
子
育
て
支
援
を
再

認
識
し
、
少
し
で
も
支
援
が

で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
ま

ず
は
、
つ
ど
い
の
広
場
に
参

加
し
、
少
し
で
も
お
母
さ
ん

達
の
心
の
支
え
に
な
れ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

愛
育
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
さ
ん
と
共
に
、
私
達
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
健
や
か
な

子
供
達
の
成
長
を
願
い
、
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
の
把
握
、
つ

ど
い
の
広
場
を
知
ら
な
い
お

母
さ
ん
達
に
も
案
内
し
、
参

加
者
が
多
く
な
る
よ
う
呼
び

か
け
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

つ
ど
い
の
広
場
の
輪
が
広

が
り
、
お
母
さ
ん
達
も
気
が

ね
な
く
、
参
加
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
た
い
で
す
。

受講生
の

声

児童生徒の福祉教育四条小学校
　四条小学校では、５年生が、総合的な学習の中で、「ボランティア　わたしたちにできること」のテーマ
のもとお年寄りの方々や小さい子どもたちと交流しています。その活動を通して、相手の立場や気持ちに
立った行動を考え、奉仕の心で接することのすばらしさを体感しています。
　そして、ボランティア活動の一環として、５年生が呼びかけて、毎週金曜日の朝、アルミ缶回収を行い、
リサイクル活動を行ったり、毎月ベルマーク集めをしたりしています。その収益金で、車椅子・歩行器を
地域へプレゼントしたり、また子どもたちに必要な物を購入したりしています。
　百百の家を訪れた子どもたちも、「私の将来の夢を話すと「がんばれ」と応援してくれてとてもうれしかっ
たです。」（６年秀石莉子）「お年寄りの方に、いろいろな話を聞いて、昔のことがよく分かりました。」（６
年中野亜美）と言っていて、お年寄りとの交流から喜びを感じているようです。

ボランティア協力校助成事業
この事業は、町内の小学校・中学校の児童・生徒が、ボランティア
活動や地域の社会福祉施設の利用者などとの交流活動により、社会
福祉やボランティア活動への理解と関心を高めるとともにそれらの
活動を通じて家庭や地域社会へのボランティア活動の啓発を図るた
め、協力校に対し予算の範囲内で助成を行う事業です。

ボランティア

協力校コーナー
気づく・感じる・学ぶ気づく・感じる・学ぶ
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善意 寄付の

社会福祉法人　まんのう町社会福祉協議会
〒 769 − 0313　香川県仲多度郡まんのう町生間 415 番地 1［役場仲南支所内］
☎ 0877 − 77 − 2991　FAX0877 − 77 − 2992　E-mail：manno-syakyo@mg.pikara.ne.jp

http://www.manno-syakyo.jp/

皆様からの善意のご寄附は地域福祉に
有効活用させていただいております。
本誌をもって改めて厚くお礼申し上げます。

平成26年7月1日から平成26年8月31日分

寄附金の税額控除について

イラスト　山本恭子さん

　本会への寄附金は所得税及び住民税の控除対象になっています。寄附金控除の適用を
受けるには、寄附の際に交付した領収書を添付して確定申告を行って下さい。

追　上　　大平　昌史　　　　　長　尾　　泉田　武宏　　　　　吉　野　　片井　博文
四　条　　名賀サダ子　　　　　四　条　　國友　悦子　　　　　七　箇　　山﨑　直樹
吉野下　　大西　義幸　　　　　七　箇　　葛原美千枝　　　　　　　　　（敬称略・順不同）

個　人

　町社協では、ひとりで外出することが困
難な方や、家に閉じこもりがちな方が、「か
りんまつり」に安全に楽しく参加していた
だくことを目的に「一日福祉事業」を実施
します。この事業は介助を必要とされる人
へのボランティアによる援助や車椅子の無
料貸し出しを行います。又、町社協のリフ
ト車での送迎も行います。
　たくさんの方のご参加をお待ちしており
ます。あなたも地域のハンデキャップのあ
る方をお誘いして参加されませんか？

　生活福祉資金は、低所得者世帯、障害
者世帯、高齢者世帯等に対し、資金貸付
と相談支援により世帯の経済的自立や在
宅福祉・社会参加の促進を図ることを目
的とした貸付金制度です。

【資金の種類】

　①総合支援資金
　②福祉資金
　③教育支援資金
　④不動産担保型生活資金

　ご相談や申込みは、町社協事務局まで
ご連絡下さい。

一 日 福 祉

！支え合 い
募集

日 時 平成２６年１０月２６日（日）
１０：００〜１４：００

申込締切

申 込 先

平成２６年１０月１７日（金）

地域福祉課　☎７７−２９９１

場 所 国営讃岐まんのう公園

生活福祉資金は
世帯の自立を
支援します。

お気軽にご相談
下さい！！


